
 

令和５年度 

飲酒運転根絶強化月間 
川崎市実施要綱 

１２月１日(金)から３１日(日)までの１か月間 
 

目 的 

悲惨な交通事故を引き起こす飲酒運転を根絶するため、飲酒運転の危険性、

悪質性を訴える運動を市民総ぐるみで展開します。 

       スローガン 

・乗る人に 飲ませるあなたも 犯罪者 

・かわさきは 安全・安心 まもるまち 

運動の重点 

１ 飲酒運転根絶運動の周知徹底と広報啓発 

２ 飲酒運転を助長する環境の根絶  

３ ハンドルキーパー運動の推奨 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市交通安全対策協議会  

【参考】ハンドルキーパー運動とは？ 

（神奈川県交通安全協会ＨＰより抜粋） 

自動車で仲間と飲食店などへ行く場合に、お酒

を飲まない人（ハンドルキーパー）を決め、その

人が仲間を自宅まで送り届ける運動です。 



 
  川崎市交通安全対策協議会は構成する関係機関・団体との連携を密にし、この運動の目的や重点を踏ま

えつつ、市民総ぐるみで運動を展開します。 

～ 構成機関・団体の共通推進事項～ 

〇 「運動の重点」や「重点の取り組み方」に基づき、今後の社会状況に応じて、各種広報媒体を活用する等、創

意工夫を凝らした交通安全活動や、それぞれの地域の実態に即した各種交通安全運動を積極的に推進します。 

〇 関係機関・団体は、この運動の趣旨等について周知徹底を図り、連携して運動を展開します。 

〇 各種会議、行事などの機会を活用して、この運動の趣旨を積極的に周知するとともに、広報紙（誌）を

発行するときには、飲酒運転の根絶を呼びかける記事等の掲載に努めるなど、飲酒運転を「しない、させ

ない、ゆるさない」社会づくりを推進します。 

〇 関係機関・団体、地域組織等が一体となり、「飲酒運転根絶キャンペーン」を実施するなど、飲酒運転の根

絶を図ります。 
 
 
【家庭では】 
☆ ニュースや新聞を素材に、飲酒運転による事故の悲惨さと責任の重大さを家族で話し合い、「しない、

させない、ゆるさない」を徹底しましょう。 

☆ 自宅で飲酒する場合は、車で来ている人や、運転する予定のある人には、絶対に飲酒させ

ないようにしましょう。 

☆ お酒の出る宴席等に家族が出席する場合は、車両を運転しないように声をかけましょう。 
【職場では】 
☆ 職場内に飲酒運転根絶に関するポスター等を掲示し、飲酒運転根絶気運を醸成しましょう。 

☆ 広報紙（誌）や交通安全教育の中で、飲酒運転事故の悲惨さを呼びかけましょう。 

☆ 事業主や安全運転管理者等が中心となって飲酒運転や飲酒運転を助長することがない職場

環境をつくりあげましょう。 

☆ 朝礼、研修会などあらゆる機会を活用し、飲酒運転防止のための指導を徹底しましょう。 

☆ ハンドルキーパー運動を職場で呼びかけましょう。 
【学校・地域では】 
☆ 各種会合、行事等あらゆる機会に飲酒運転の追放を呼びかけるなど、飲酒運転根絶の環境づくりに努め

ましょう。 

☆ 飲酒を伴う会合等には車両を運転していかないよう、お互いに声をかけ合い注意し合いましょう。 

☆ 酒類販売業者や飲食店等と協力して、運転する人には絶対に酒類を提供しないようにしましょう。 

☆ 飲食店と協力して地域ぐるみでハンドルキーパー運動に取り組みましょう。 
【運転者などは】 

☆ 「飲酒運転は絶対にしない・させない・ゆるさない」を徹底しましょう。 

☆ 飲酒を伴う会合等には車両を運転していかないようにしましょう。 

☆ 飲酒運転の危険性、悪質性、責任の重大性を認識しましょう。 

 

 

 

 

 

１  運 動 の 進 め 方 

川崎市交通安全対策協議会  
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飲酒運転は大切な人の未来を奪う「重大な犯罪」です！ 
～千葉県八街市の児童が犠牲になった飲酒運転の悲劇を忘れない～ 

飲酒運転事故から皆様を守るため、以下のことを強く訴えます。 

１．飲酒運転をしない 
○お酒を飲んだら、絶対に運転してはいけません。 

○運転する予定があるなら、お酒は飲まないでください。 

２．飲酒運転をさせない 
○運転をする人にお酒を出したり、飲ませてはいけません。 

○飲んだ人に運転させてもいけません。 

○飲食店の方も、お客様の交通手段の確認に御協力をお願いします。 

３．飲酒運転を許さない 
○  

○飲酒運転をしないよう、職場でも互いに声掛けをしましょう。 

○家族や仲間みんなで、「飲酒運転の根絶」の取組を実践しましょう。 

九都県市（埼玉県・東京都・神奈川県・千葉県・横浜市・川崎市・千葉市・さいたま市・相模原市） 

２ 重点の取り組み方 


